
1

2

3

4

5

6

7

8

9

チーム名 With チャッピー

ふりがな 　　　　　　　　　　　　いしい　  たかゆき

発表者(職種) 石居　孝幸　（営繕）

ふりがな うぃず　ちゃっぴー

ライフケアガーデン熱川施設名

取り組種別 問題解決型

岩崎　航太　（総務）

佐藤　麻里子 正看護師

竹内　司 ケアマネジャー

山﨑　智弘 介護福祉士

総務

営繕石居　孝幸

梅原　春美 准看護師

介護福祉士

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　別館職員がご家族向けに作成する報告書の満足度

（目標値）　「あまり内容が伝わっていない」と回答した職員の人数を7名から0名にする

①看護、介護の作業分担の見直し
②日常の記録を利用して、報告書作成の時間を削減
③AI、ChatGPTの活用
④介護ソフト取り扱いの研修の実施

（実施前）　「あまり内容が伝わっていない」と回答した職員7名（n=15名）

（実施後）　「あまり内容が伝わっていない」と回答した職員0名（n=15名）
　　　　　　　ご家族に思いが伝わる報告書になっているかという問いに対して、5名の職員が「そう思う」10名
　　　　　　　の職員が「やや思う」となった

【標準化】DX、 AIの活用方法を習得した職員がパソコン、スマホを利用できる場所で少しずつ技術を広めて
いく
【管理の定着】DX、AIの利用状況をTQMメンバーがパソコンの使用場所で報告書の作成をサポートしつつ利
用状況を毎月確認
【教育】DXの活用事例をTQMメンバーが看護・介護課で日常的に利用する習慣をつけていく

介護福祉士

佐藤　昌幸

齋藤　美穂

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

④その他

②支援部門

③管理部門

岩崎　航太

リーダー名
（職種）

回

活動期間
経理長谷川　千代

2025年2月　～　6月

演題名
ご家族への報告書における品質向上の取り組み

　〜より伝わる・伝える報告を目指して〜

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

DXの活用をメインに考えたうえで、「親身な対応」に結びつくようなテーマを考えました。その中でも、ご入居
者ご家族の満足度向上を目指したいとして、　『ご入居者のご家族に送付する月次報告書の品質向上』を
テーマとしました。

分類

活動回数 10



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

「ご家族に日々の様子が伝わる

報告書になっているか」という問

いに対して約半数（７名）の職員

が「伝わらない」報告書を作って

しまっていると感じている。



【対策の立案と実施】

         

                          
         
                               
                                     

        

         
        

            

                           
      

   

  
  
 

    

                                                   
      

   

  
  
 

    

                                                      
    

        
      

   

  
  
 

    

                        
      

   

  
  
 

    

                          
      

   

  
  
 

    

                       
      

   

  
  
 

    

       
       
      
        
        
       

               

         

                          
                         
                     

       

    
        

     

    
   
   
     

         

                              

       

       
      

         
     

   
         

   

      
     

    
       
   

     
      
   

         

                                 
                     

       

        
   
    

         

              

       

          
       

          
        

                     
            

         
          
          

     

        
       

           

         
         
     

         
          

         
         
                                                  
                                                 
                                                  
                                                  
                                                  
                                                 
                                                 
               

         
                                                  
                                                 
                                                
                                                 
                                                 
                                                  
                                                 
                                

                  



【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】

      

     

              
            
                     
    
                 

     

                  
                 

                

             
                      

       

   

              
                     
                    

     

                

                   
                      

                                 
                                 
                 

       

   

                    
                
                    

     

                

                     
           

                    
                    

       

      

     

              
            
                     
    

                 

     

                  
                 

                

             
                      

       

   

              
                     
                    

     

                

                   
                      

                                 
                                 
                 

       

   

                    
                
                    

     

                

                     
           

                    
                    

       

日々の大切な記録を「月次ボタン」とし

て記録することで、ChatGPTが文章生

成しやすくなった。

担当しているご入居者が他の職員に

見せていた良い面も報告書に反映さ

れるようになった。
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